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 第１章 計画の策定にあたって                      

 計画の背景と趣旨                         

  本計画は，市の総合計画の文化振興部門計画として平成１２年度に「柏市芸

術文化振興計画」を策定し，その後，５年ごとに見直しを行い，柏市の文化の

振興，柏らしさあふれる文化の創出に取り組んでまいりました。 

  芸術文化は単なる娯楽や趣味の領域にとどまるものでなく，社会の豊かさを

育む基盤です。 

  令和６年度に行った芸術文化に関する市民意識調査では，柏市の文化活動が

盛んだと回答した市民が３人に１人はいるものの，５年前に行った調査と比較

し，盛んだと思う市民が増えていないことが分かりました。市民の多くが芸術

文化関連の鑑賞をしたいという意欲がある一方で，自らの活動につなげること

に課題があります。柏市で盛んだと思う活動は音楽であると考えている方が最

も多いですが，「建造物や遺跡」の分野の活動に参加してみたいと考える方も一

定数見られました。また，回答者の９割を超える方が，子どもたちが芸術文化

に触れることは大切だと考えています。今回の調査では小学生，中学生，高校

生にも調査を行い，身近な環境で楽しめるカテゴリーに強い関心があるという

結果が分かりました。芸術文化は身近な日常の中にあるものであって，そのカ

テゴリーは多岐にわたるものとしての認識を広めていくことが必要であり，よ

り気軽なものとして芸術文化に触れられる機会が望まれています。 

  本計画においては，これらを踏まえ，吹奏楽などの柏の特色を活かしながら，

誰もが生活の中で芸術文化に触れることができるような機会を創出し，次世代

を担う子どもたちを含めた芸術文化を支える人材の育成を行います。令和７年

３月に策定された柏市第六次総合計画においては，これまで柏市がベッドタウ

ンとして成長してきた過去から転換し，先人たちが築いてきた文化や市の強み

をさらに磨き上げ新たな価値を生み出すまちづくりを掲げています。より日常

的に文化を感じられるまちとして取り組むことで，自らが住むまちへの誇りや

愛着の醸成につながっていくことや，市内外から魅力を感じてもらえるまちづ

くりを目指します。 

 

 計画の位置付け                        

 柏市芸術文化振興計画は，柏市が定める「柏市第六次総合計画」において，

芸術文化に関する部門計画として位置付けられています。 

 柏市芸術文化振興計画の策定にあたっては，上位計画である柏市第六次総合

計画との整合性に留意するとともに，その他の関連計画との連携を図りながら，
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必要な施策を計画的かつ継続的に運営可能にする方策を体系化します。 

  

 

 

 

柏市第六次総合計画における芸術文化の位置付け 

  令和７年度から令和１６年度までの１０年間を計画期間とする「柏市第六次

総合計画」では，将来の姿として， 

「柏に関わる一人ひとりが想いを実現できるまち 

～多様な価値や人々がつながり，新たな価値の創造に挑戦～」 

 を掲げています。 

 

  また，本計画の基本的目標の一つとして「もっと，地域の個性が輝くまちへ」

が位置付けられています。施策体系として「生涯学習・文化」として３つの方

向性を定めており，まちへの誇り，愛着，定着を高めるためには芸術文化の果

たす役割は大きいと捉えています。 

  

柏市教育行政重点化方針との整合性 

  教育委員会では「柏市教育行政重点化方針」を毎年掲げこれに基づき各種事

業展開をしてきました。この中で，文化に関する記述において「柏市芸術文化

振興計画」に沿った施策を展開するとしています。 

  計画に関する進捗については，毎年行う「教育に関する事務の点検と評価」

を通して定期的な確認を行い，継続的に改善に取り組んでいます。 

文化芸術推進基本計画 

(文化芸術基本法) 

千葉県芸術推進基本計画 

 

【関連計画】 

・柏市文化財保存活用地域計画 

・柏市教育振興計画 

・柏市生涯学習推進計画 

柏市教育行政重点化方針 

＜施策の柱＞ 

① 芸術文化へのアクセシビリティの向上 

② 芸術文化を通した地域とのつながり形成 

③ 子どもたちが芸術文化に親しむ機会の提供 

④ 若い世代の芸術文化活動への支援 

⑤ 柏らしさを活かしたまちづくりの推進 
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 計画の期間                         

  本計画の期間は，令和８（２０２６）年度から令和１２（２０３０）年度ま

での５年間となります。 

   

R７ R８ R９ R１０ R１１ R１２ R１３ R１４ R１５ R１６ 

 

 

         

 

 

         

          

 

  行政に求められる役割                      

 市の文化振興を推進していく上では，個人による活動を始め，市内で芸術

文化活動を行う団体，ＮＰＯ，ボランティア団体等，そして行政などの文化

振興の担い手が，それぞれの役割を果たしながら，互いに連携を図っていく

ことが重要であり，相互がうまく連携しながら事業展開することにより，よ

り大きな効果がもたらされることが期待されます。公共の文化施設の運営に

ついても一部を指定管理者が担うことにより，民間のノウハウを活かして創

意工夫を凝らすことや，サービスの質の向上が期待できます。 

 行政としては，柏市の特色や強みを見出し推進していくことや，地域のニ

ーズに合わせた政策が必要です。市民参加型の文化活動の支援の場を設け，

地域に根差したアートイベントを実施したり，参加しやすいコンサートを開

催して芸術文化の裾野を広げるなどの取組みが求められます。また，事業を

主体的に進めるだけでなく，互いに連携して役割分担をしながらともに創り

上げる関係性も重要です。文化施設などを誰もが利用しやすい開かれた空間

とすることや，併せて芸術文化に関する情報提供の充実を図ることなども挙

げられます。さらに，伝統文化を次世代に継承していくための取組みや，学

校教育・地域と連携し誰もが芸術文化に親しめる魅力的なまちづくり推進な

ども求められています。 

 

 

 

 

柏市第六次総合計画 

  第六次柏市芸術文化振興計画   第七次柏市芸術文化振興計画 
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第２章 文化行政を取り巻く動向 

 国及び県の動向                        

①文化芸術基本法（平成２９年（２０１７）６月） 

  文化芸術振興基本法（平成１３年（２００１）１２月）において，地方公共団

体の責務として，「国との連携を図りつつ，自主的かつ主体的に，その地域の特

性に応じた施策を策定し，実施する」と規定しています。 

  平成２９年（２０１７）６月に一部改正され，名称が「文化芸術基本法」と

されるとともに，文化芸術の固有の意義と価値を尊重しつつ，文化芸術そのも

のの振興にとどまらず，観光，まちづくり，国際交流，福祉，教育，産業その

他の関連分野における施策との有機的な連携を図ることなどについて規定され

ました。前文の一部に「文化芸術により生み出される様々な価値を生かして，

これまで培われてきた伝統的な文化芸術を継承し，発展させるとともに，独創

性のある新たな文化芸術の創造を促進することは，我々に課された緊要な課題

となっている。」とあります。 

  また，地方自治体については，地方の実情に即した文化芸術の推進に関する

「地方文化芸術推進基本計画」を定めるよう努めるものとされました。 

 ②文化芸術推進基本計画 

  文化芸術基本法の規定に基づき，文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るため策定されており，第２期基本計画は令和５年度から令和９年

度において推進する取組みが示されています。 

③第２次千葉県文化芸術振興基本計画 

 令和７年３月に策定され，千葉県文化芸術の振興に関する条例における基本理

念を踏まえ，文化芸術の施策の総合的な推進を図り，あらゆる人々が文化芸術に

親しみ，交流することで創り育む心豊かな県民生活と活力ある地域社会を目指す

ことが盛り込まれています。また，文化芸術の考え方について身近で幅広いもの

として捉え，誰もが自信を持って自己表現できることを目指しています。 
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「教育・生涯学習・芸術文化に関するアンケート」から見える傾向                             

柏市文化芸術文化振興計画の見直しにあたって，市民意識調査を実施しました。 

対 象 柏市に住民登録をされている１８歳以上の市民４，０００名（無作為抽出） 

方 法 ・ 期 間 郵送による配布，郵送・ＷＥＢによる回収 

令和６年１２月５日から令和６年１２月２７日まで 

有 効 回 答 数 配布数：１４，３６９名 

 内訳：市民４，０００名・小中学生１０，０４９名・高校生３２０名 

回収数：８，７０８名（回答率６３．１％）※無効票を除く 

 内訳：市民１，５７４名・小中学生６，８７４名・高校生２６０名 

調 査 内 容  資料（Ｐ●●）のとおり  

※本計画の参考資料として「教育・生涯学習・芸術文化の３分野のアンケー

ト」のうち芸術文化の分野を抜粋。教職員へのアンケート項目には芸術文化

分野が含まないため掲載しない。 

調査結果から見える主な傾向 

【市民】 

１ 芸術文化に対する認識の変化 

  柏市が「芸術文化が盛ん」と感じる割合が減少（３７.７％ → ３２.３％）。 

 過去の調査から一貫した伸びは見られず，「あまり思わない」が増加 

 （２３.２％ → ３７.５％）。 

→ 市民の評価は横ばいまたは後退傾向。文化施策の浸透度として市民の実感

につながっていない可能性がある。 

 

２ 盛んだと感じる分野 

  最も多かったのは音楽活動で，音楽以外の分野は全て１０％未満。 

→ 音楽活動は高評価だが，他分野は全て１０％未満という偏りがあり，音楽

以外のジャンル認知度が低い。 

 

３ 芸術文化への関心 

  鑑賞したい：８０.２％ 活動したい：５１.５％ 

（鑑賞したいジャンル：クラシック，吹奏楽，絵画，ミュージカル） 

（参加したいジャンル：絵画，建造物・遺跡，書道，クラシック） 

→ 市民は鑑賞を通じた芸術文化との関わりを強く望んでいる。自ら発信・創

作したい意欲は一定数あるが，受動的な関わりが主流。 

 

４ 参加をためらう理由 

  きっかけ・機会がない：５０.８％ 
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  学校や仕事で時間がない：２８.１％ 

  関心がない：２５.６％ 

→ 「関心はあるが参加できない」と考える人が多い。 

  自由に時間を選べるもの（４３.８％）や市主催・無料で参加できるもの

（２９.５％）が望まれている。 

 

５ 情報入手手段 

  全体最多：ホームページ（４４.２％） 

  若年層（１０～３０代）：ＳＮＳ，動画配信 

  中高年層（４０代～）：ポスター，チラシ，新聞・雑誌の比率増加 

→ 年代により求められる広報媒体が異なる。 

 

６ 芸術文化に求めるもの 

  心の癒し・元気になるもの：７０.６％ 

  教養を深める（自己啓発）：３８.５％ 

  非日常の体験（特別感）：３３.０％ 

→ 精神的な充足や，日常からの開放感を求めている。コロナ禍以降の社会傾

向とも関連する可能性がある。 

  

７ 次世代への芸術文化継承 

  「子どもにとって大切」：９１.６％ が「そう思う」 

→ 最も重視されている方法は，学校での鑑賞機会（６２.３％）であり，次

いでワークショップ（３３.６％）や文化施設での支援（３３.２％）も求め

られている。 

 

８ 歴史・文化財イベントの関心 

  市内全域の見学ツアー：３０.９％ 

  地元地域の見学ツアー：２５.９％ 

→ 歴史文化への関心はあるが，限定的である。 

 

【高校生】（市立柏高等学校） 

１ 芸術文化への関心 

  芸術文化を「鑑賞したい」と考えている人の割合は６１.１％と高い一方

で，「自ら活動したい」と考える人は３９.３％にとどまり，鑑賞意欲の方が

活動意欲を大きく上回っている。また，活動を望まない理由として最も多か

ったのは「関心がない」で，６５.８％に上った。 
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２ 鑑賞したい芸術文化の分野 

  特に人気が高かった分野： Ｊ-ＰОＰ，映画，吹奏楽 

 

３ 芸術文化の重要性に対する認識 

  「関心がない」と多数の回答がある一方で「これからの人生において芸術

文化の鑑賞や活動は大切だと思うか」という問いに対しては，７１.９％の

人が「思う」と回答しており，現在は関心がなくとも将来的には必要だと感

じている生徒が多数いると考えられる。 

 

４ 情報入手手段 

  芸術文化に関する情報の主な入手手段としてはＳＮＳが最多（６２.３％）

であり，デジタル媒体の影響力の大きさがうかがえる。 

 

【小中学生】 

１ 好きなものについて 

  「映画，マンガ，アニメなどのエンターテインメント」が７２.７％と最

も多く，「音楽」が６０.５％で続いた。 

 

２ やってみたいことについて 

  「映画，マンガ，アニメなどのエンターテインメントをみること」が５９.

７％、「楽器を演奏したり、歌をうたうこと」が４２.６％と多く，自宅や学

校の授業の中で体験したいという回答が多かった。 

 

 取り組むべき課題                       

 「教育・生涯学習・芸術文化に関するアンケート」の結果及び第五次計画の

期間中に見えてきた今後の課題については以下のとおりです。 

 

 ・柏市は芸術が盛んだと感じている方は全体の３分の１程度にとどまってお

り，イメージアップのための方策が求められる。 

 ・「盛んだと思う」活動の分野について「音楽活動」が突出して上位にある

一方で，今後参加したい活動については「音楽」だけでなく「文化財・歴史」

や「美術」も一定数見られる。このことから，柏市は「音楽のまち」として

ある程度イメージが浸透しつつあり，音楽以外の活動についてもある程度の

ニーズがあると考えられ，偏りのない芸術文化行政の推進が求められる。 

 ・幅広い世代，地域を対象に芸術活動に参加できる「きっかけや機会」を増

やすことが求められている。単にイベントを増やすだけでなくアクセスのし
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やすさ，平日・休日・夜間など多様な時間帯の開催，想定来場者ごとの企画

設計などの工夫が必要である。また，「関心がない」と回答した１０歳代及

び２０歳代の割合は５０％に上ったことから，学校や暮らしの中の身近な環

境で芸術文化に触れる機会を増やし，子どもたちや若い世代が親しみをもっ

て接することができるような工夫が必要である。 

 ・市などが主催することにより安心して無料または安価で参加できる活動が

求められている。また３０歳代では託児付きのものを求める声もあり，育児

中であることが理由で参加しづらい方がいる。 

 ・情報の取得方法について，幅広い年代の方が無理なく情報にアクセスでき

るように媒体を工夫する必要がある。 

 ・柏市では次世代に芸術文化を伝える取組みとして，全国調査と同様に学校

にでの公演鑑賞が上位であり，子どもたちが等しく芸術文化に触れることの

できる場として学校生活の中での機会づくりが必要である。加えて「ワーク

ショップ（体験教室）の開催」が求められている。 

 ・「歴史的な建造物や遺跡などの見学ツアー」への関心は限定的ではあるが

一定のニーズはあるため，解説付きで各地を巡る形式とする他，魅力ある市

の文化財に関して認知度を上げるための方策として学びと体験の融合を試

みたり，芸術文化との組み合わせたりするなど，より参加しやすくなるよう

な工夫が必要である。 

 ・本市において部活動・特設クラブのあり方について見直しが進んでいる。

小学校における吹奏楽クラブについては令和６年度までにほとんどの学校

で廃部となり，令和８年度からは原則活動しないこととなっている。中学校

においても，土日の部活動が地域移行となり，学校では行わないこととなっ

た。土日の活動として地域クラブに加入する子どもたちは増加しているが，

利用者負担もある中で，すべての子どもたちがこれまでと同様に楽器に親し

む機会があるわけでない。 

 ・沼南庁舎にある「郷土資料展示室」では美術品や歴史資料，文化財を定期

的に展示しているが，規格や規模が限られており展示内容に制限がある。街

の中心など多くの方が訪れやすい立地に位置していないことなどもあり，来

場者数が伸び悩んでいる。また市の所蔵する美術作品について公開できてい

ないものも多く，作品の魅力が浸透していない。 

 ・芸術文化の概念が多様化しており，年代や性別によらず，求めているカテ

ゴリーが多岐にわたるため，さまざまな方面からのアプローチが必要。 

 ・芸術文化に積極的に関わる機会がなかった方や，遠方へ足を運ぶことが難

しい方について，きっかけが必要である。 

 ・伝統文化を継承する人材が不足している。 

 ・文化芸術活動の担い手として，民間との連携強化が必要。 
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第３章 芸術文化のさらなる振興の実現に向けて               

 アンケート結果やこれまでの事業の取組内容の課題から見えた課題を踏まえ，本

計画において基本方針に基づく本市の文化振興の目指すべき状態の実現に向けて，

次のとおり施策体系を定めます。 

 

  基本方針  １ 地域に根ざした市民文化活動の育成と支援 

  誰もが芸術文化に触れることができ，親しみ，楽しむことができる環境の 

  一層の充実を図る。 

①芸術文化へのアクセシビ
リティの向上 

  
・あらゆる人が身近な場所で芸術文化に親しむ機会の  
 充実 
・芸術文化の情報提供の充実 
・デジタル資料を活用した発信の充実  

 
 

 
 

②芸術文化を通した地域と
のつながり形成 

  
・ワークショップを通じたコミュニケーションの場づ 
 くり 
・市民の発表の場の提供 
・文化遺産の活用 

 
 

 
 

 

  基本方針  ２ 未来の文化創造を担う人材の育成 

  子どもたちや若い世代が芸術文化に自ら関わっていくことで，豊かな心を醸 

  成し，文化活動を担う人材を増やす。 

③子どもたちが芸術文化に
親しむ機会の提供 

  
・学校における芸術文化の鑑賞，体験機会の提供 
・芸術文化事業を支える人材の育成  

  
 
 

④若い世代の芸術文化活動
への支援 

  
・活躍の場・機会の創出 
・新たな担い手の育成 

  
 
 

 

  基本方針  ３ 柏の魅力を体現する芸術文化の創出と推進 

  芸術文化の取組みを通じて地域を活性化し，特色ある文化活動が認知され，市 

  民がまちへの一層の誇りと愛着をもつとともに，市内外から魅力を感じられる 

  まちづくりを行う。 

 

⑤柏らしさを活かしたまち
づくりの推進 

  
・「音楽の街かしわ」の推進 
・地域住民や多様な団体と連携した土壌づくり  

  
 
 

施策 

施策の柱 施策 

施策の柱 施策 

施策の柱 
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施策の柱① 芸術文化へのアクセシビリティの向上              

 

 あらゆる人が身近な場所で芸術文化に親しむ機会の充実           

 芸術文化が一部の方のみのものではなく，身近で気軽に触れることのできるもの

として，文化会館のようなホールだけでなく，地域のなじみのある場所や街中で楽

しめるアウトリーチ型のコンサートを開催します。自ら遠方に出向くことが難しい

方や日中の参加が難しい方など様々な状況があることを踏まえ，地域の施設で開催

したり，夕方以降の時間帯で開催したりなど，年齢，性別，国籍，障害の有無など

にかかわらず多くの方が楽しめる機会を提供します。 

 また本市が所蔵している美術作品は８００点にも及ぶ寄贈作品があり，様々な柏

市ゆかりの美術作家の作品を保管しています。その中でも故砂川七郎氏から寄贈を

受けた人間国宝・芹沢銈介と板画家・棟方志功作品を合わせた約６００点は内外か

らも高い評価を受けています。近年，芹沢銈介作品展を毎年実施していますが，訪

れた方からは大変好評で継続開催を望む声が多いため，今後も定期的に開催します。

身近な場所でアートに触れることのできる環境は心の豊かさの醸成につながり，柏

市ゆかりの美術作家を知ることは，自らが住むまちへの愛着をもつ要素となります。 

引き続き作品を適正に保存するとともに，柏市民ギャラリーや郷土資料展示室での

企画展を行い，実物を鑑賞していただく機会を提供します。 

 また，不特定多数の市民が触れたり参加したりできるような公益性の高い事業に

ついては，市が共催する等の支援を行うとともに，文化振興に資する事業について

は後援を行うことで市民の参画意識を促していきます。行事の共催・後援について

は，令和６年度は件数が１５３件に上りました。コロナ禍に縮小せざるを得なかっ

た柏の文化活動が徐々に再開されています。 

 

 芸術文化の情報提供の充実                        

 芸術活動に参加できるきっかけや機会を求めている方が多いことから，指定管理

者とも連携しながら広く情報を発信します。市の所蔵美術品や主催の音楽イベント

等を多くの方に知っていただけるよう，ウェブサイトやＳＮＳを活用し，アーカイ

ブを掲載し随時更新するなどの分かりやすさ・見やすさの工夫を図っていきます。

また，年代や生活形態などにより，使いやすい情報媒体が異なるこことから，イベ

ントの内容に応じて効果的な情報発信に努めます。ＳＮＳの発信と地域紙・ポスタ

ーを組み合わせたハイブリッド型や，若年層が共感しすい短尺動画を作成するなど

伝わる広報を行います。さらに，近隣の美術館や音楽イベントについても，窓口や

郷土資料展示室，市内文化施設，各近隣センターなどで広報物を掲示します。 

 

 デジタル資料を活用した発信の充実                        

 市が所蔵する芸術作品について資料のデジタル化を進め，インターネット環境で
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誰でも見ることのできる環境を整えます。郷土資料展示室にこれまで訪れたことが

ない方や市外の方にも本市の作品について知ってもらい，興味を持ったかたが美術

企画展へ実際に足を運んでいただけるよう魅力的な情報発信を行います。また，イ

ベントの動画配信等も引き続き行い，ライブ鑑賞の機会につながる興味関心の醸成

に努めます。 

 

 

施策の柱② 芸術文化を通した地域とのつながり形成              

 

 ワークショップを通じたコミュニケーションの場づくり            

 芸術文化に関するワークショップは，そのテーマへの理解を深めながら，非日常

の体験を楽しむことができるものです。同時に，自らの創造・表現を通じて，参加

者どうしのコミュニケーションを深める有効な手段であるとも言えます。音楽やア

ートを通じて，相手に共感したり協力したりしながら，リラックスした環境の中で

対話しコミュニケーションを深めることができます。 

 

 市民の発表の場の提供                           

 柏市には以下のとおり，活用できる文化施設があります。 

〇柏市民ギャラリー 

 柏駅南口より徒歩３分の利便性の良い場所にあり，年間を通じて，市民の美術・

工芸作品の発表の場として活用されています。 

〇柏市民文化会館及びアミュゼ柏 

 多くの収容人数が確保でき，コンサート等のホールとして活用されています。 

〇沼南近隣センター（代替施設） 

 令和７年３月をもって閉館しましたが，代替施設である沼南保健センターを活用

し，令和７年９月から南東地域の市民文化活動団体の文化活動の拠点として引き続

き活用されています。 

〇さわやか県民プラザのホール，県民ギャラリー 

 県立の施設ですが，北部市域の文化活動の拠点として活用されています。 

  

 市では毎年，柏市文化連盟とともに柏市文化祭を開催し，さまざまなジャンルの

文化芸術の鑑賞・発表の場を提供しています。芸術文化団体に属さない個人の参加

も可能であり，普段発表の機会がない市民の発表の場にもなっています。 

 今後も，市民一人一人が芸術活動を自由に楽しんいただくとともにその発表を通

じてより多くの市民が文化芸術を鑑賞できる環境づくりに取り組んでまいります。 
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 文化遺産の活用                           

 柏市内には数多くの文化財があります。国の重要文化財に指定されている旧吉田

家住宅（花野井）の活用として，主屋を会場に開催する「土間コンサート」はこれ

まで１０回以上開催しています。染谷家住宅（鷲野谷）は国登録有形文化財に登録

されており，令和６年秋にスタートした一般公開に先駆け，令和５年度からコンサ

ートを開催しています。染谷家住宅では，演奏を楽しむだけでなく，学芸員による

文化財や歴史に関する解説を聞くことができるプログラムとしており，幅広い層の

方の来場が期待できます。今後も市の財産である文化遺産の活用を図り，芸術事業

とのコラボレーションをすることで，新たな興味関心の開拓への相乗効果が期待で

きるため，芸術文化と歴史文化財の両面から柏の魅力を再発見する工夫を行います。 

 

 

施策の柱③ 子どもたちが芸術文化に親しむ機会の提供                     

 

 学校における芸術文化の鑑賞，体験機会の提供                

 芸術文化は次世代を担う子どもたちの豊かな感性や創造性を育むため，とても大

切なものです。幼児や児童生徒の鑑賞機会や体験機会の充実を図ります。 

 具体的には，中学校在学中に１回は学校でプロオーケストラ演奏を鑑賞できる機

会「中学音楽鑑賞教室」を提供しており，この事業は，鑑賞するのみでなく，指揮

者体験や演奏に合わせた生徒たちの合唱など，一体感を持てるよう工夫されていま

す。小学校においても，「子ども向け芸術鑑賞会」として柏ゆかりのプロの音楽家

による演奏を子どもたちにとって身近な学校で楽しむことができる機会を提供し

ます。芸術文化に興味がなかったり，触れる機会のない子どもたちにも機会を提供

し，興味のきっかけづくりにつながるよう推進するとともに，若い感性で芸術に触

れることにより豊かな心を醸成することを目指します。 

 

 芸術文化事業を支える人材の育成                      

 次世代を担う人材の育成は不可欠でありますが，学校の部活動・特設クラブ活動

が減少しつつある中，音楽に触れる機会の提供のため，小中学生の吹奏楽部員の体

験型ワークショップ「かしわ塾」を引き続き実施します。土日の地域クラブ活動を

担う団体や教育委員会内でも連携を図り，より多くの希望する子どもたちが参加で

きるように調整します。 
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施策の柱④ 若い世代の芸術文化活動への支援                 

 

 活躍の場・機会の創出                           

 市の芸術文化活動の裾野を広めていくためには，芸術活動の普及を担っていく人

材の育成・支援が欠かせません。これまでも柏ゆかりの若手アーティストに柏市主

催の文化イベントへの出演や作品の提供を依頼して，広く知っていただく機会を提

供してきました。引き続き「アウトリーチコンサート」や文化財を活用した「土間

コンサート」等への出演，柏市文化祭リーフレットへの掲載を通して，若手アーテ

ィストが不特定多数の前で公演し多くの方が鑑賞できる場の提供，多くの方が手に

取り目にする機会の提供を行います。 

 

 新たな担い手の育成                            

 文化事業を支える人材の育成として，市の芸術柏市民ギャラリーの指定管理者に

おいて実施する自主事業・提案事業との連携を始め，市内で活動するイベント企画

団体との連携やサポートをしたいと考えている市民が，より参加しやすくなるよう

な環境づくりを推進してまいります。また，これまで地域の文化継承と発展に貢献

してきた柏市文化連盟においても，後継者育成活動に力を入れており，本市として

もその活動を支援していきます。柏市文化連盟の提案をきっかけに柏市文化祭の新

たな取組みとして始まった「中・高生ミライ芸術展」は，若い力溢れる作品展とし

て好評であり，今後も引き続き開催します。 

 

 

施策の柱⑤ 柏らしさを活かしたまちづくりの推進               

 

 「音楽の街かしわ」の推進                        

 柏市には，もともと市立柏高等学校吹奏楽部の活躍を始めとする音楽活動が知ら

れていた土台があり，全国大会で金賞を受賞するレベルの小中学校吹奏楽部も多く，

その流れで大人になっても吹奏楽団に入団し活動する人も増えてきています。市と

して，上位計画である「柏市第五次総合計画（前期計画）」（平成２８年３月策定）

に「音楽の街かしわ」を重点事業として掲げ，まちなかで自然に音楽が響く事業の

取組みを推進した結果，さまざまな機会を通じて音楽と触れ合う機会が増え，柏市

が音楽が盛んであるという結果につながったものと考えられます。 

 今後も「音楽の街かしわ」がさらに広く認知されるよう推進していく必要があり

ます。 

 また学生の吹奏楽部の活躍のみならず，より一層市内で活動する市民吹奏楽団や

吹奏楽イベントの企画をする団体との連携を図ります。商業施設で行っている「ら

らぽーとミュージックふぇすた」では，毎年多様な団体が演奏を行い，来場者は日
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常の中で音楽を楽しむことができます。吹奏楽と他のジャンルの連携を促す等，吹

奏楽を原動力としながらも音楽全体として市内外にアピールできるよう「音楽の街

かしわ」を推進していきます。新たな芸術ジャンルの普及の後押しをしながらも，

この柏の強みをさらに活かしていきます。 

 

 地域住民や多様な団体と連携した土壌づくり                 

 芸術文化活動をしていない人たちに，接するきっかけを作るためには，日常訪れ

る商業施設やまちなかにおいてイベントが日常的にあふれ，市内外に広く発信され

ていることも有効です。 

 ジャンルを超えた団体の交流やコラボレーションがイベントの幅を広げること

にも繋がり，新たな関心が生まれることも期待できるため，様々な場面で活動する

団体や施設とも積極的に連携の促進を図り，ホールや美術館に行かなくても身近に

感じることのできる環境づくりを推進します。常磐線沿線の８自治体・ＪＲ東日

本・東京藝術大学で構成されている「ＪＯＢＡＮアートライン協議会」や柏のまち

をアートで盛り上げている「アートラインかしわ」の活動では，まちの中でアート

に出会う企画やアートワークショップなどを展開しています。「芸術文化」とはこ

ういうものだという既存の価値観にとらわれずに，身近な日常にあるアートに対す

る“気付き”を促すことを推進していきます。この気付きによる“日常に育まれる

感性”をより多くの市民が共有することが，今後，まちづくりが進む中で，どのよ

うなアート活動のための場が求められているのかを模索する第一歩につながるも

のと考えます。芸術文化は，人と人をつなぎ，地域を豊かにする力を持っています。

人々が生活の中にある文化や芸術に触れ，表現することを楽しみ，交流が生まれる

土壌を育てていくことを目指します。 
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 参考資料                      

 教育・生涯学習・芸術文化に関するアンケート報告書より 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

  柏市では、「教育振興計画」「生涯学習推進計画」「芸術文化振興計画」の次期計画策定に当 

 たり、有意義かつ実効性のある計画とするため、調査を実施しました。 

２ 調査対象 

  柏市に住民登録をされている16歳以上の市民 

  市立小中高等学校に通う児童生徒 

  市立小中高等学校の教職員 

３ 調査期間 

  令和６年12月５日～令和６年12月27日 

４ 調査方法 

  郵送による配布、郵送・ＷＥＢによる回収 

５ 回収状況 

対 象 配 布 数 有効回答数 有効回答率 

全 体 17,243 通 9,623 通 55.8％ 

１ 市民 4,000 通 1,574 通 39.4％ 

２ 小中学生 10,049 通 6,874 通 68.4％ 

３ 高校生 320 通 260 通 81.3％ 

４ 教職員※ 2,874 通 915 通 31.8％ 

    ※教職員へのアンケート項目には芸術文化分野が含まれない。 

 

 

＜芸術文化分抜粋＞ 

１ 市民 

問 24 あなたは、柏市は芸術文化活動が盛んだと思いますか。（○は１つ） 

「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が 32.3％、「あまり思わない」「思わ

ない」を合わせた"思わない"の割合が 45.4％となっています。 

令和元年度調査と比較すると、「あまり思わない」の割合が増加しています。一方、

「思う」「わからない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

令和６年度調査 1,574

令和元年度調査 1,787

5.0

11.8

27.3

25.9

37.5

23.2

7.9

9.5

21.5

28.9

0.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年代別】 

年代別にみると、「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合について 20 歳代では

やや低いものの、他の年代ではいずれも 30％台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在住地域別】 

在住地域別にみると、「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合について中央２

と北部２で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

10歳代 36

20歳代 97

30歳代 208

40歳代 281

50歳代 305

60歳代 267

70歳以上 363

2.8

7.2

5.3

6.0

4.3

6.4

3.3

30.6

17.5

26.0

27.0

32.1

26.2

27.8

30.6

34.0

40.4

35.6

33.8

39.0

40.2

11.1

8.2

3.8

10.0

9.5

7.9

7.2

25.0

33.0

23.1

21.0

19.7

19.9

20.7

1.4

0.4

0.7

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

北部１ 222

北部２ 203

中央１ 188

中央２ 242

南部１ 231

南部２ 134

沼南 127

3.2

4.9

2.7

8.3

5.2

6.0

3.9

18.0

33.5

30.3

33.1

25.1

25.4

30.7

45.0

35.5

34.6

36.0

38.5

41.8

33.9

9.9

7.9

11.2

4.1

6.9

5.2

4.7

22.5

18.2

20.7

18.2

24.2

20.9

23.6

1.4

0.5

0.4

0.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 25 問 24 で選んだ理由は何ですか。（○は３つまで） 

「市民として芸術文化に触れる機会があまりないから」の割合が 40.1％と最も高く、

次いで「柏市の芸術文化活動について周囲の評判をあまり聞かないから」の割合が

32.8％、「芸術文化関連のイベントが多く開催されるから」の割合が 15.9％となって

います。令和元年度調査と比較すると、「市民として芸術文化に触れる機会があまりな

いから」「柏市の芸術文化活動について周囲の評判をあまり聞かないから」の割合が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和元年度調査では、「有名アーティストの出身地だから」、「学校の部活動が盛んだから」の選択肢
は「有名アーティストの出身地であり、学校の部活動も盛んであるから」となっていました。 
 

問 26 あなたが柏市で盛んだと思う活動は何ですか。（○は１つ） 

「音楽」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「文化財・歴史」の割合が 6.0％、「美

術」の割合が 4.0％となっています。 

令和元年度調査と比較すると、「音楽」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度調査

（回答者数 = 1,574）

令和元年度調査

（回答者数 = 1,787）

音楽 舞台 美術 演芸

生活文化 文芸 文化財・歴史 現代的な芸術文化

その他 無回答

回答者数 =

令和６年度調査 1,574

令和元年度調査 1,787

44.2

62.5

2.4

1.8

4.0

4.4

0.7

0.7

2.9

0.7

0.3

0.4

6.0

4.6

2.5

14.9 22.1

23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

自分や身近な人が芸術文化活動をしており、活動
しやすい環境だと思うから

まち全体として芸術文化活動についての周囲から
の評価が高いと感じるから

芸術文化関連のイベントが多く開催されるから

有名アーティストの出身地だから

学校の部活動が盛んだから

市民として芸術文化に触れる機会があまりないか
ら

柏市の芸術文化活動について周囲の評判をあまり
聞かないから

わからない

その他

無回答

5.9

7.4

15.9

3.7

10.7

40.1

32.8

15.1

3.2

2.8

8.7

6.1

20.9

10.5

10.5

31.5

27.1

19.5

4.4

7.3

0 20 40 60 80 100
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問 27 あなたは、芸術文化を鑑賞したいと思いますか。（○は１つ） 

「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が 74.4％、「あまり思わない」「思わ

ない」を合わせた"思わない"の割合が 19.3％となっています。 

令和元年度調査と比較すると、「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が減少

しています。 

 

 

 

 

 

問 28 あなたは、今後どのような分野の芸術文化を鑑賞したいですか。 

（○は１～49 のなかから３つまで） 

「クラシック」の割合が 24.8％と最も高く、次いで「吹奏楽」の割合が 23.5％、「絵

画」の割合が 21.3％、「ミュージカル」の割合が 21.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

令和６年度調査 1,574

令和元年度調査 1,787

39.8

51.9

34.6

28.3

15.9

9.7

3.4

5.0

4.0

3.7

2.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 1,171 ％

吹奏楽

クラシック

合唱

昭和歌謡

ジャズ

ロック

Ｒ＆Ｂ

Ｊ－POP

Ｋ－POP

ダンスミュージック

アニメソング

ボーカロイド

その他の音楽活動

演劇

ミュージカル

オペラ

雅楽

民謡

日本舞踊

バレエ

ダンス

伝統芸能

その他の舞台活動

絵画

彫刻

23.5

24.8

3.9

4.4

7.3

5.7

1.5

11.6

4.2

3.2

3.1

1.5

0.9

15.7

21.2

2.1

1.5

0.7

0.7

3.2

3.2

8.6

0.5

21.3

1.4

0 20 40 60 80 100
％

工芸

写真

デジタルアート

その他の美術系活動

落語

漫才

その他の演芸活動

茶道

華道

香道

書道

その他の生活文化活動

俳句

短歌

小説

詩

その他の文芸活動

建造物や遺跡

埋蔵文化財

その他の文化財、歴史系
活動

漫画

アニメ

映画

その他

無回答

4.5

5.4

3.2

0.2

8.5

4.0

0.2

1.5

1.3

0.4

2.9

0.1

0.5

0.3

1.1

0.2

0.0

9.5

3.0

0.3

2.5

3.8

18.8

0.3

10.9

0 20 40 60 80 100
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【年代別】 

年代別にみると、「漫画」で、10 歳代から 70 歳以上にかけて低くなる傾向にありま

す。「映画」はいずれの世代でも 20％程度となっています。「昭和歌謡」で、70 歳以上

で最も高く、次いで 60歳代、10 歳代となっています。 

（単位：％） 

区分 

回

答

者

数

（
件
） 

吹
奏
楽 

ク

ラ

シ

ッ

ク 合
唱 

昭
和
歌
謡 

ジ
ャ
ズ 

ロ
ッ
ク 

Ｒ
＆
Ｂ 

Ｊ

ー

Ｐ

Ｏ

Ｐ Ｋ

ー

Ｐ

Ｏ

Ｐ ダ

ン

ス

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク ア

ニ

メ

ソ

ン
グ 

ボ

ー

カ

ロ

イ
ド 

全  体 1,171 23.5 24.8 3.9 4.4 7.3 5.7 1.5 11.6 4.2 3.2 3.1 1.5 

10歳代 22 13.6 4.5 － 4.5 － 9.1 － 40.9 22.7 － 27.3 18.2 

20歳代 74 10.8 20.3 5.4 － 6.8 10.8 2.7 27.0 10.8 2.7 12.2 8.1 

30歳代 145 26.2 14.5 2.8 0.7 10.3 9.0 1.4 15.9 3.4 3.4 3.4 0.7 

40歳代 209 28.2 22.5 4.3 2.4 6.7 8.6 2.4 12.9 4.8 7.2 5.3 1.9 

50歳代 234 22.6 27.8 4.7 2.1 8.1 5.6 2.6 12.4 5.1 2.6 1.7 0.9 

60歳代 217 23.5 33.2 2.3 5.1 7.8 3.7 0.9 10.6 2.8 2.3 0.5 － 

70歳以上 258 24.0 25.2 5.0 10.9 6.2 1.9 － 1.9 1.2 1.2 － － 
 

区分 

そ

の

他

の

音
楽
活
動 

演
劇 

ミ

ュ

ー

ジ

カ
ル 

オ
ペ
ラ 

雅
楽 

民
謡 

日
本
舞
踊 

バ
レ
エ 

ダ
ン
ス 

伝
統
芸
能 

そ

の

他

の

舞
台
活
動 

絵
画 

彫
刻 

全  体 0.9 15.7 21.2 2.1 1.5 0.7 0.7 3.2 3.2 8.6 0.5 21.3 1.4 

10歳代 － － 4.5 － － － － 4.5 4.5 － 4.5 13.6 4.5 

20歳代 1.4 6.8 28.4 4.1 － － － 5.4 2.7 4.1 2.7 17.6 1.4 

30歳代 0.7 14.5 32.4 1.4 0.7 0.7 1.4 4.8 7.6 6.2 － 15.2 1.4 

40歳代 2.4 17.2 26.3 2.4 1.4 0.5 1.0 3.3 6.2 6.2 0.5 12.4 1.4 

50歳代 － 15.8 23.1 3.8 2.1 － 0.4 3.8 1.3 9.4 0.4 21.4 1.3 

60歳代 － 22.1 17.1 0.9 0.9 0.5 － 1.8 1.8 9.7 － 24.4 1.4 

70歳以上 1.6 13.2 12.8 1.6 2.3 1.9 1.2 1.2 1.6 12.4 0.4 30.6 1.2 
 

区分 

工
芸 

写
真 

デ

ジ

タ

ル

ア
ー
ト 

そ

の

他

の

美

術

系

活

動 落
語 

漫
才 

そ

の

他

の

演
芸
活
動 

茶
道 

華
道 

香
道 

書
道 

そ

の

他

の

生

活

文

化

活
動 

短
歌 

全  体 4.5 5.4 3.2 0.2 8.5 4.0 0.2 1.5 1.3 0.4 2.9 0.1 0.3 

10歳代 － 18.2 9.1 － 4.5 － － 4.5 4.5 － － － － 

20歳代 2.7 5.4 5.4 － 2.7 8.1 － 4.1 － － 2.7 － － 

30歳代 3.4 4.8 3.4 － 3.4 6.2 － 1.4 1.4 － 1.4 － － 

40歳代 4.8 5.3 5.7 － 6.2 5.3 － 1.4 1.4 1.0 3.8 － － 

50歳代 4.7 5.1 2.6 － 7.7 3.4 0.9 2.1 1.3 0.9 2.6 － 0.4 

60歳代 5.5 5.1 2.3 0.5 12.4 2.8 － 0.5 1.4 － 2.8 － 0.5 

70歳以上 5.0 5.4 0.8 0.4 12.0 2.3 － 0.8 1.2 0.4 3.9 0.4 0.4 
 

区分 

小
説 

詩 そ

の

他

の

文
芸
活
動 

建

造

物

や

遺
跡 

埋

蔵

文

化

財 そ

の

他

の

文
化
財
、
歴

史
系
活
動 

漫
画 

ア
ニ
メ 

映
画 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1.1 0.2 － 9.5 3.0 0.3 2.5 3.8 18.8 0.3 10.9 

10歳代 － － － 4.5 4.5 － 9.1 18.2 22.7 4.5 － 

20歳代 4.1 － － 8.1 2.7 － 8.1 6.8 16.2 － 5.4 

30歳代 2.1 0.7 － 9.7 1.4 － 4.8 4.8 17.2 0.7 11.7 

40歳代 1.4 － － 9.6 4.3 0.5 3.8 4.3 17.7 － 6.2 

50歳代 0.4 － － 7.3 2.1 0.4 1.7 5.6 17.1 － 9.8 

60歳代 － － － 11.1 3.7 0.5 0.5 1.4 19.8 0.5 12.0 

70歳以上 0.8 0.4 － 11.2 3.1 0.4 － 0.8 22.1 － 16.3 
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問 29 あなたは、芸術文化活動を始めたり、参加したりしたいと思いますか。（○は１つ） 

「思う、または現在活動中である」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が 39.9％、

「あまり思わない」「思わない」を合わせた"思わない"の割合が 44.7％となっていま

す。令和元年度調査との比較においても“思う”の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、「思わない」で、20 歳代から 70 歳以上にかけて低くなる傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在住地域別】 

在住地域別にみると、「あまり思わない」について南部１で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う、または現在活動中である やや思う あまり思わない

思わない わからない 無回答

回答者数 =

令和６年度調査 1,574

令和元年度調査 1,787

9.7

23.2

30.2

28.3

31.2

20.1

13.5

18.9

9.0

8.4

6.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

10歳代 36

20歳代 97

30歳代 208

40歳代 281

50歳代 305

60歳代 267

70歳以上 363

16.7

14.4

6.7

10.7

10.8

6.7

9.6

22.2

30.9

26.4

31.7

33.1

36.3

25.3

38.9

20.6

34.6

27.8

28.5

30.7

36.6

11.1

19.6

15.9

16.7

12.1

11.2

10.5

11.1

9.3

9.6

9.6

10.8

8.6

6.9

5.2

6.7

3.6

4.6

6.4

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

北部１ 222

北部２ 203

中央１ 188

中央２ 242

南部１ 231

南部２ 134

沼南 127

10.8

12.3

9.6

9.5

8.2

9.7

6.3

32.9

31.0

31.4

33.1

31.2

28.4

28.3

31.5

28.1

30.9

31.8

37.2

31.3

29.9

13.1

14.8

13.3

14.0

10.4

13.4

12.6

6.8

7.4

8.5

6.2

8.2

9.7

12.6

5.0

6.4

6.4

5.4

4.8

7.5

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う、または現在活動中である やや思う あまり思わない

思わない わからない 無回答

思う、または現在活動中である やや思う あまり思わない

思わない わからない 無回答
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問 30 あなたは、今後どのような分野の芸術文化に参加または活動したいと思いますか。

（○は１～49 のなかから３つまで） 

「絵画」の割合が 19.9％と最も高く、次いで「建造物や遺跡」の割合が 13.4％、「書

道」の割合が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

工芸

写真

デジタルアート

その他の美術系活動

落語

漫才

その他の演芸活動

茶道

華道

香道

書道

その他の生活文化活動

俳句

短歌

小説

詩

その他の文芸活動

建造物や遺跡

埋蔵文化財

その他の文化財、歴史系
活動

漫画

アニメ

映画

その他

無回答

10.4

9.2

5.3

0.0

4.0

0.6

0.3

7.3

6.7

2.2

12.7

0.8

2.4

1.8

2.1

1.0

0.2

13.4

6.7

0.5

2.5

2.7

10.4

0.6

6.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 628 ％

吹奏楽

クラシック

合唱

昭和歌謡

ジャズ

ロック

Ｒ＆Ｂ

Ｊ－POP

Ｋ－POP

ダンスミュージック

アニメソング

ボーカロイド

その他の音楽活動

演劇

ミュージカル

オペラ

雅楽

民謡

日本舞踊

バレエ

ダンス

伝統芸能

その他の舞台活動

絵画

彫刻

10.2

12.3

8.8

4.0

4.9

4.1

1.0

3.8

1.8

2.4

1.3

0.5

2.2

5.7

4.9

1.1

1.1

0.2

0.6

1.8

5.4

3.2

1.0

19.9

1.6

0 20 40 60 80 100
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【年代別】 

年代別にみると、「アニメ」で、10 歳代から 70 歳以上にかけて低くなる傾向にあ

ります。                        （単位：％） 

区分 

回

答

者

数

（
件
） 

吹
奏
楽 

ク
ラ
シ
ッ
ク 

合
唱 

昭
和
歌
謡 

ジ
ャ
ズ 

ロ
ッ
ク 

Ｒ
＆
Ｂ 

Ｊ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

Ｋ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

ダ
ン
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク 

ア
ニ
メ
ソ
ン

グ ボ
ー
カ
ロ
イ

ド 

全  体 628 10.2  12.3  8.8  4.0  4.9  4.1  1.0  3.8  1.8  2.4  1.3  0.5  

10歳代 14 7.1  7.1  － － － 7.1  － 21.4  14.3  14.3  7.1  － 

20歳代 44 18.2  15.9  9.1  2.3  － 4.5  － 4.5  4.5  2.3  2.3  2.3  

30歳代 69 8.7  4.3  2.9  2.9  8.7  5.8  － 2.9  － 1.4  2.9  － 

40歳代 119 10.9  13.4  7.6  0.8  5.9  3.4  1.7  3.4  1.7  4.2  0.8  0.8  

50歳代 134 11.2  12.7  11.2  1.5  4.5  5.2  1.5  4.5  1.5  3.7  1.5  0.7  

60歳代 115 7.8  14.8  7.8  6.1  6.1  5.2  1.7  5.2  2.6  0.9  0.9  － 

70歳以上 127 8.7  11.8  12.6  9.4  3.9  1.6  － 0.8  － － － － 
 

区分 

そ
の
他
の
音

楽
活
動 

演
劇 

ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル オ
ペ
ラ 

雅
楽 

民
謡 

日
本
舞
踊 

バ
レ
エ 

ダ
ン
ス 

伝
統
芸
能 

そ
の
他
の
舞

台
活
動 

絵
画 

彫
刻 

全  体 2.2  5.7  4.9  1.1  1.1  0.2  0.6  1.8  5.4  3.2  1.0  19.9  1.6  

10歳代 7.1  － 7.1  － － － － 7.1  － － 7.1  21.4  － 

20歳代 2.3  2.3  4.5  － － － － 4.5  6.8  － 4.5  18.2  － 

30歳代 － 8.7  8.7  1.4  － － 2.9  4.3  7.2  1.4  － 20.3  1.4  

40歳代 1.7  8.4  4.2  － 0.8  － 0.8  0.8  7.6  2.5  － 16.8  2.5  

50歳代 2.2  7.5  5.2  1.5  2.2  － 0.7  3.0  4.5  3.0  － 20.1  3.0  

60歳代 2.6  7.0  4.3  1.7  － － － － 4.3  2.6  1.7  18.3  － 

70歳以上 3.1  0.8  3.9  1.6  2.4  0.8  － － 4.7  7.1  0.8  24.4  1.6  
 

区分 

工
芸 

写
真 

デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト 

そ
の
他
の
美

術
系
活
動 

落
語 

漫
才 

そ
の
他
の
演

芸
活
動 

茶
道 

華
道 

香
道 

書
道 

そ
の
他
の
生

活
文
化
活
動 

俳
句 

全  体 10.4  9.2  5.3  － 4.0 0.6 0.3 7.3 6.7 2.2 12.7 0.8 2.4 

10歳代 7.1  21.4  14.3  － － － － 14.3 － － － － － 

20歳代 11.4  13.6  15.9  － － － － 11.4 2.3 － 9.1 － － 

30歳代 8.7  17.4  8.7  － 2.9 － － 1.4 7.2 4.3 11.6 － － 

40歳代 9.2  10.9  5.9  － 1.7 0.8 － 13.4 10.1 2.5 12.6 0.8 0.8 

50歳代 16.4  4.5  3.0  － 5.2 0.7 0.7 5.2 5.2 3.0 9.0 － 1.5 

60歳代 6.1  7.8  4.3  － 5.2 0.9 0.9 6.1 7.0 1.7 12.2 1.7 2.6 

70歳以上 9.4  6.3  0.8  － 6.3 0.8 － 5.5 7.1 1.6 20.5 1.6 6.3 
 

区分 

短
歌 

小
説 

詩 そ
の
他
の
文

芸
活
動 

建
造
物
や
遺

跡 埋
蔵
文
化
財 

そ
の
他
の
文

化
財
、
歴
史
系

活
動 

漫
画 

ア
ニ
メ 

映
画 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1.8 2.1 1.0 0.2 13.4 6.7 0.5 2.5 2.7 10.4 0.6 6.2 

10歳代 － 7.1 － － － － － 7.1 14.3 － － － 

20歳代 － 6.8 － － 6.8 2.3 － 2.3 6.8 13.6 － 2.3 

30歳代 － 4.3 2.9 － 10.1 2.9 － 5.8 5.8 7.2 1.4 8.7 

40歳代 0.8 1.7 1.7 － 14.3 7.6 0.8 5.9 3.4 8.4 － 0.8 

50歳代 3.0 1.5 － － 11.2 4.5 0.7 0.7 3.0 9.7 1.5 5.2 

60歳代 1.7 0.9 0.9 － 14.8 13.0 － 0.9 － 17.4 － 7.8 

70歳以上 3.1 － 0.8 0.8 19.7 7.1 0.8 － － 8.7 0.8 10.2 
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問 31 あなたが芸術文化活動を始めたり、参加したいと思わない理由は何ですか。 

（○は３つまで） 

「きっかけや機会がない」の割合が 50.8％と最も高く、次いで「学校や仕事などで

時間がない」の割合が 28.1％、「関心がない」の割合が 25.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

全世代で「きっかけや機会がない」が高くなっています。 

年代別にみると、「関心がない」は、10 歳代から 70 歳以上にかけて低くなる傾向に

あります。また、30 歳代、40 歳代で「育児や介護などで時間がない」「子供を連れて

いけない」が他の年代と比べて高くなっています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

関
心
が
な
い 

き
っ
か
け
や
機
会
が
な

い 費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る 

学
校
や
仕
事
な
ど
で
時

間
が
な
い 

育
児
や
介
護
な
ど
で
時

間
が
な
い 

仲
間
が
い
な
い 

子
供
を
連
れ
て
い
け
な

い 夜
間
に
行
わ
れ
て
い
な

い 施
設
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
ど
の
対
応
が
不
十

分 そ
の
他 

無
回
答 

全  体 844 25.6 50.8 16.0 28.1 13.2 16.2 4.1 2.1 0.9 5.3 2.8 

10 歳代 22 50.0 45.5 13.6 36.4 － 13.6 － 4.5 － 4.5 － 

20 歳代 48 50.0 45.8 14.6 35.4 4.2 10.4 － 2.1 － 2.1 － 

30 歳代 125 35.2 38.4 15.2 32.0 32.8 12.8 15.2 0.8 － 0.8 0.8 

40 歳代 152 21.7 44.1 15.8 42.8 21.7 11.2 9.2 2.0 － 3.9 0.7 

50 歳代 157 23.6 52.2 16.6 42.0 7.6 17.2 1.3 5.7 1.3 2.5 1.9 

60 歳代 135 19.3 59.3 17.8 16.3 12.6 21.5 － 0.7 0.7 7.4 2.2 

70 歳以上 196 19.4 59.2 14.8 8.7 3.1 20.4 － 1.0 2.6 11.2 7.7 

回答者数 = 844 ％

関心がない

きっかけや機会がない

費用がかかりすぎる

学校や仕事などで時間がない

育児や介護などで時間がない

仲間がいない

子供を連れていけない

夜間に行われていない

施設でのバリアフリーなどの対応が不十分

その他

無回答

25.6

50.8

16.0

28.1

13.2

16.2

4.1

2.1

0.9

5.3

2.8

0 20 40 60 80 100
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【在住地域別】 

在住地域別にみると、「関心がない」について北部１で高く、「学校や仕事などで時

間がない」について中央１、南部２で高く、「仲間がいない」について沼南で低くなっ

ています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

関
心
が
な
い 

き
っ
か
け
や
機
会
が
な

い 費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る 

学
校
や
仕
事
な
ど
で
時

間
が
な
い 

育
児
や
介
護
な
ど
で
時

間
が
な
い 

仲
間
が
い
な
い 

子
供
を
連
れ
て
い
け
な

い 夜
間
に
行
わ
れ
て
い
な

い 施
設
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
ど
の
対
応
が
不
十

分 そ
の
他 

無
回
答 

全  体 844 25.6 50.8 16.0 28.1 13.2 16.2 4.1 2.1 0.9 5.3 2.8 

北部１ 114 30.7 44.7 12.3 27.2 16.7 19.3 6.1 1.8 － 6.1 3.5 

北部２ 102 22.5 52.0 15.7 27.5 9.8 15.7 5.9 － 1.0 5.9 3.9 

中央１ 99 23.2 58.6 16.2 35.4 18.2 21.2 3.0 4.0 － 1.0 － 

中央２ 126 24.6 48.4 19.8 24.6 15.9 18.3 6.3 － 0.8 5.6 1.6 

南部１ 129 25.6 48.1 12.4 32.6 14.0 17.1 4.7 3.9 3.1 3.1 2.3 

南部２ 73 27.4 52.1 13.7 34.2 11.0 17.8 2.7 4.1 － 5.5 2.7 

沼南 70 27.1 47.1 22.9 28.6 15.7 10.0 1.4 1.4 － 5.7 1.4 

 

問 32 あなたは、どのような形態であれば芸術文化活動に関わりたいと思いますか。 

（○は３つまで） 

「時間を自由に選びやすい内容であるもの」の割合が 43.8％と最も高く、次いで「市

が主催の体験会などで、無料で参加できるもの」の割合が 29.5％、「特になし」の割

合が 22.2％となっています。 

令和元年度調査と比較すると、「市が主催の体験会などで、無料で参加できるもの」

「オンラインで場所を選ばずにできるもの」「活動費が安く済むもの」の割合が増加し

ています。一方、「特になし」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 ※令和元年度調査では「託児付きのもの」はありませんでした。

％

イベント時におけるボランティアとして、気軽に
参加できるもの

市が主催の体験会などで、無料で参加できるもの

オンラインで場所を選ばずにできるもの

活動費が安く済むもの

時間を自由に選びやすい内容であるもの

託児付きのもの

その他

特になし

無回答

15.2

29.5

15.4

21.4

43.8

6.4

1.3

22.2

4.0

17.5

22.4

7.6

13.5

45.1

－

3.2

35.0

1.7

0 20 40 60 80 100

令和６年度調査

（回答者数 = 844）

令和元年度調査

（回答者数 = 697）



26 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、「活動費が安く済むもの」で、20 歳代から 70 歳以上にかけて低く

なる傾向にあります。10 歳代、20 歳代の若年層で「オンラインで場所を選ばずにでき

るもの」が高く、30 歳代とその前後で「託児付きのもの」が高くなっています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
も
の 

市
が
主
催
の
体
験
会
な
ど

で
、
無
料
で
参
加
で
き
る

も
の 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
場
所
を
選

ば
ず
に
で
き
る
も
の 

活
動
費
が
安
く
済
む
も
の 

時
間
を
自
由
に
選
び
や
す

い
内
容
で
あ
る
も
の 

託
児
付
き
の
も
の 

そ
の
他 

特
に
な
し 

無
回
答 

全  体 844 15.2 29.5 15.4 21.4 43.8 6.4 1.3 22.2 4.0 

10 歳代 22 22.7 22.7 22.7 13.6 63.6 － － 22.7 － 

20 歳代 48 14.6 16.7 31.3 27.1 41.7 10.4 － 20.8 － 

30 歳代 125 10.4 35.2 15.2 25.6 48.8 28.0 3.2 16.0 1.6 

40 歳代 152 13.8 28.3 19.7 25.0 46.7 7.9 3.3 19.7 2.0 

50 歳代 157 13.4 26.8 15.9 21.0 51.0 1.3 0.6 19.1 1.9 

60 歳代 135 20.7 34.1 14.8 21.5 45.2 － 0.7 20.0 5.9 

70 歳以上 196 15.8 29.1 8.2 16.3 32.1 － － 31.6 8.7 

 

【在住地域別】 

在住地域別にみると、「市が主催の体験会などで、無料で参加できるもの」について

北部１で高く、「オンラインで場所を選ばずにできるもの」について中央２で高く、「活

動費が安く済むもの」について中央１で高く、「時間を自由に選びやすい内容であるも

の」について中央１で高く、北部２で低くなっています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
も
の 

市
が
主
催
の
体
験
会
な
ど

で
、
無
料
で
参
加
で
き
る

も
の 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
場
所
を
選

ば
ず
に
で
き
る
も
の 

活
動
費
が
安
く
済
む
も
の 

時
間
を
自
由
に
選
び
や
す

い
内
容
で
あ
る
も
の 

託
児
付
き
の
も
の 

そ
の
他 

特
に
な
し 

無
回
答 

全  体 844 15.2 29.5 15.4 21.4 43.8 6.4 1.3 22.2 4.0 

北部１ 114 15.8 36.0 13.2 21.9 50.0 8.8 2.6 18.4 4.4 

北部２ 102 16.7 29.4 13.7 18.6 35.3 4.9 1.0 28.4 3.9 

中央１ 99 18.2 24.2 20.2 27.3 52.5 8.1 2.0 15.2 2.0 

中央２ 126 14.3 34.9 22.2 24.6 38.9 7.1 0.8 19.0 2.4 

南部１ 129 10.9 31.0 11.6 19.4 43.4 7.8 1.6 25.6 4.7 

南部２ 73 17.8 27.4 12.3 23.3 45.2 2.7 1.4 19.2 8.2 

沼南 70 12.9 24.3 15.7 21.4 37.1 4.3 － 27.1 4.3 
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問 33 あなたは、芸術文化関連の情報を主にどのような方法で得ていますか。 

（○は３つまで） 

「ホームページ（ウェブサイト）」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「新聞・雑

誌・ポスター・チラシ」の割合が 37.9％、「ＳＮＳ」の割合が 26.0％となっています。 

令和元年度調査と比較すると、「ホームページ（ウェブサイト）」の割合が増加して

います。一方、「テレビ・ラジオ」「知人より」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和元年度調査では「新聞・雑誌・ポスター・チラシ」の選択肢が分かれていたため比較できません。
また、「動画配信サービス（YouTube など）」、「特にない」はありませんでした。 

 

【年代別】 

年代別にみると、「新聞・雑誌・ポスター・チラシ」で、10 歳代から 70 歳以上にか

けて高くなる傾向にあります。また、10 代から 30 代で「ＳＮＳ」「動画配信サービス

（YouTube など）」が高くなっていますが、「メール配信サービス」は低くなっていま

す。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
） 

新
聞
・
雑
誌
・
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ 

メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス 

Ｓ
Ｎ
Ｓ 

動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
（Y

o
u
T
u
b
e

な
ど
） 

知
人
よ
り 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全  体 1,574 44.2 37.9 19.1 5.1 26.0 17.7 14.2 1.1 13.6 2.5 

10 歳代 36 25.0 8.3 8.3 － 47.2 30.6 13.9 2.8 27.8 － 

20 歳代 97 36.1 13.4 6.2 1.0 56.7 37.1 16.5 － 18.6 1.0 

30 歳代 208 45.7 18.8 12.5 1.9 45.2 27.9 6.3 1.4 18.3 3.4 

40 歳代 281 56.6 26.7 11.7 4.6 33.8 19.6 13.2 1.4 10.7 1.4 

50 歳代 305 56.4 30.2 12.5 7.2 26.2 15.1 10.5 － 14.4 2.3 

60 歳代 267 47.6 50.2 25.1 7.5 16.1 14.2 13.5 1.1 12.4 2.2 

70 歳以上 363 25.6 64.5 34.2 5.8 6.1 8.8 23.1 1.7 10.7 3.3 

％

ホームページ（ウェブサイト）

新聞・雑誌・ポスター・チラシ

テレビ・ラジオ

メール配信サービス

ＳＮＳ

動画配信サービス（YouTube など）

知人より

その他

特にない

無回答

44.2

37.9

19.1

5.1

26.0

17.7

14.2

1.1

13.6

2.5

34.1

－

29.4

5.6

25.1

－

22.2

3.3

－

3.0

0 20 40 60 80 100

令和６年度調査

（回答者数 = 1,574）

令和元年度調査

（回答者数 = 1,787）
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問 34 あなたは「芸術文化」についてどのようなイメージを持っていますか。 

（○はいくつでも） 

「心の癒し、元気になるもの」の割合が 70.6％と最も高く、次いで「自己啓発のた

め（教養を深める）」の割合が 35.1％、「非日常の体験（特別感）」の割合が 29.2％と

なっています。 

令和元年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和元年度調査では「おしゃれなもの」、「高尚・上品なもの」はありませんでした。 

 

【年代別】 

年代別にみると、「心の癒し、元気になるもの」で、10 歳代から 60 歳代にかけて高

くなる傾向にあります。20 歳代で「非日常の体験（特別感）」が高くなっています。

また、40 歳代以上で「自己啓発のため（教養を深める）」が高くなる傾向にあります。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

心
の
癒
し
、
元
気

に
な
る
も
の 

自
己
啓
発
の
た
め

（

教

養

を

深

め

る
） 

非

日

常

の

体

験

（
特
別
感
） 

教
育
（
子
ど
も
の

情
操
教
育
な
ど
） 

お
し
ゃ
れ
な
も
の 

高
尚
・
上
品
な
も

の い
き
が
い
・
健
康 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場 

ま
ち
づ
く
り
（
ま

ち
の
活
性
化
） 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 1,574 70.6 35.1 29.2 12.8 3.9 7.8 25.1 18.7 7.9 1.7 2.7 

10 歳代 36 58.3 25.0 19.4 22.2 5.6 5.6 13.9 19.4 8.3 5.6 － 

20 歳代 97 60.8 29.9 41.2 15.5 12.4 14.4 25.8 14.4 8.2 2.1 1.0 

30 歳代 208 67.3 28.8 32.7 26.0 8.2 11.1 21.6 14.9 6.7 1.4 2.9 

40 歳代 281 67.6 37.4 33.5 18.9 4.3 6.8 19.9 16.4 5.7 2.5 1.8 

50 歳代 305 70.2 34.8 28.5 9.8 2.6 5.2 27.2 20.3 9.2 1.6 3.9 

60 歳代 267 80.5 38.6 31.1 4.9 1.5 6.0 20.6 18.4 7.9 1.1 2.6 

70 歳以上 363 72.2 37.2 21.2 7.7 1.9 8.3 33.6 23.4 9.1 1.1 2.8 

％

心の癒し、元気になるもの

自己啓発のため（教養を深める）

非日常の体験（特別感）

教育（子どもの情操教育など）

おしゃれなもの

高尚・上品なもの

いきがい・健康

コミュニケーションの場

まちづくり（まちの活性化）

その他

無回答

70.6

35.1

29.2

12.8

3.9

7.8

25.1

18.7

7.9

1.7

2.7

73.9

38.5

33.2

12.7

－

－

20.2

19.5

7.5

2.0

3.1

0 20 40 60 80 100

令和６年度調査

（回答者数 = 1,574）

令和元年度調査

（回答者数 = 1,787）
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問 35 あなたは、次世代を担う子どもたちにとって芸術文化の鑑賞や活動は大切だと思

いますか。（○は１つ） 

「とても思う」「思う」を合わせた”思う”の割合が 91.6％、「あまり思わない」「思

わない」を合わせた”思わない”の割合が 3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【高校生との比較】 

高校生との比較では、「とても思う」「思う」を合わせた“そう思う”で市民の方が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの有無別】 

子どもの有無別では、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 1,574 45.5 46.1

3.5

0.3

2.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

市民 1,574

高校生 260

45.5

25.4

46.1

46.5

3.5

11.2

0.3

5.8

2.6

6.9

2.0

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

就学前の子どもと同
居している

179

小学生の子どもと同
居している

200

中学生の子どもと同
居している

115

高校生以上の子ども
と同居している

307

子どもはいない 850

44.1

44.5

45.2

45.3

46.4

45.8

43.5

40.9

46.3

46.9

3.4

6.0

7.8

5.2

2.1

0.3

0.5

1.7

5.0

3.5

1.0

2.9

5.0

1.0

2.6

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 36 あなたは、次世代に芸術文化を伝えていくために、柏市はどのような取組をする

ことが大切だと思いますか。（○は３つまで） 

「学校における公演などの鑑賞」の割合が 62.3％と最も高く、次いで「音楽、舞踊、

茶華道、書道、美術などのワークショップ（体験教室）の開催」の割合が 33.6％、「市

内の文化施設（文化会館、学習センター、美術館など）における鑑賞や活動支援」の

割合が 33.2％となっています。令和元年度調査と比較すると、「学校における公演な

どの鑑賞」「学校における演劇などの創作体験」の割合が増加しています。一方、「市

内の文化施設（文化会館、学習センター、美術館など）における鑑賞や活動支援」「市

内で行われる文化的行事（文化祭やアート展など）の充実」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの有無別】 

子どもの有無別にみると、「市内の文化施設（文化会館、学習センター、美術館など）

における鑑賞や活動支援」について中学生の子どもと同居している方で低く、「市内で

行われる文化的行事（文化祭やアート展など）の充実」について高校生以上の子ども

と同居している方で低く、「歴史的な建造物や遺跡などの見学ツアー」について就学前

の子どもと同居している、小学生の子どもと同居している方で低くなっています。 

                             （単位：％） 

 

％

学校における公演などの鑑賞

学校における演劇などの創作体験

音楽、舞踊、茶華道、書道、美術などのワーク
ショップ（体験教室）の開催

市内の文化施設（文化会館、学習センター、美術
館など）における鑑賞や活動支援

市内で行われる文化的行事（文化祭やアート展な
ど）の充実

住んでいる地域の芸能や祭りの継承

歴史的な建造物や遺跡などの見学ツアー

建造物や遺跡・歴史資料の保存活用

その他

無回答

62.3

24.5

33.6

33.2

21.2

22.4

16.6

8.4

1.5

3.9

49.0

17.5

35.0

42.0

26.3

20.2

18.6

12.6

2.1

4.0

0 20 40 60 80 100

令和６年度調査

（回答者数 = 1,574）

令和元年度調査

（回答者数 = 1,787）
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問 37 あなたは、歴史という分野についてどれくらい興味を持っていますか。（○は１つ） 

「興味を持っている」「やや興味を持っている」を合わせた”興味を持っている”の

割合が 63.9％、「あまり興味を持っていない」「興味はない」を合わせた”興味はない”

の割合が 33.3％となっています。 

令和元年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 あなたは、柏の歴史のどのようなテーマに興味がありますか。（○はいくつでも） 

「お住まいの身近な地域社会の歩み」の割合が 37.9％と最も高く、次いで「歴史上

の人物の生き方・人間ドラマ」の割合が 35.5％、「庶民生活の変化」の割合が 34.0％

となっています。令和元年度調査と比較すると、「お住まいの身近な地域社会の歩み」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※令和元年度調査では「無回答」はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味を持っている やや興味を持っている あまり興味を持っていない

興味はない 無回答

回答者数 =

令和６年度調査 1,574

令和元年度調査 1,787

23.0

23.1

40.9

39.1

25.6

27.3

7.7

8.1

2.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

歴史上の人物の生き方・人間ドラマ

権力闘争・戦争

庶民生活の変化

文化・宗教・思想史

政治・経済史

国家成立との関係性

諸外国との関わり

お住まいの身近な地域社会の歩み

その他

特になし

無回答

35.5

7.2

34.0

17.1

9.6

7.3

7.6

37.9

1.0

20.6

3.6

36.9

7.4

30.5

15.3

10.0

5.7

7.9

32.2

0.8

22.2

－

0 20 40 60 80 100

令和６年度調査

（回答者数 = 1,574）

令和元年度調査

（回答者数 = 1,787）
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問 39 あなたは、歴史・文化財系のイベントとして、どのようなものに参加してみたい

と思いますか。（○はいくつでも） 

「市内全域を対象とする見学ツアー」の割合が 30.9％と最も高く、次いで「お住ま

いの身近な地域の見学ツアー」の割合が 25.9％、「特になし」の割合が 24.6％となっ

ています。令和元年度調査との比較でも、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

お住まいの身近な地域の見学ツアー

市内全域を対象とする見学ツアー

歴史展示会（古写真や文化財・書画など）

歴史ものづくり体験会（まが玉・土器・伝統工芸
品など）

地元伝統食の調理・試食会

時代衣装の着付け体験・散策ツアー

歴史講演会

歴史ボランティア（ガイド・写真整理など）

その他

特になし

無回答

25.9

30.9

23.6

17.9

17.7

7.4

16.1

4.5

0.7

24.6

3.5

21.4

31.1

26.2

19.1

20.4

9.3

16.6

4.5

0.9

25.5

4.3

0 20 40 60 80 100

令和６年度調査

（回答者数 = 1,574）

令和元年度調査

（回答者数 = 1,787）
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２ 小中学生 

 

問 15 あなたは、次のなかではどんなものが好きですか。（○は３つまで） 

「映画、マンガ、アニメなどのエンターテイメント」の割合が 72.7％と最も高く、

次いで「音楽」の割合が 60.5％、「絵画や彫刻などの美術品」の割合が 37.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※小学２年生、小学５年生では「その他」はありませんでした。 

 

 

【学年別】 

学年別にみると、「音楽」「落語や漫才などの演芸」「映画、マンガ、アニメなどのエ

ンターテイメント」では学年が上がるにつれ高くなる傾向があります。一方で、「演劇

やミュージカル」「絵画や彫刻などの美術品」では学年が上がるにつれ低くなる傾向が

あります。                              （単位：％） 

   
 

 

回答者数 = 6,874 ％

音楽

演劇やミュージカル

絵画や彫刻などの美術品

落語や漫才などの演芸

茶道や華道、俳句や短歌などの伝統文化

歴史的な建物や遺跡（建物や出来事が昔あった場
所）

映画、マンガ、アニメなどのエンターテイメント

この中に好きなものはない

その他

無回答

60.5

21.6

37.5

11.2

5.4

19.5

72.7

3.8

0.5

0.4

0 20 40 60 80 100
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問 16 あなたは、次のなかでやってみたいことはどんなことですか。（○は３つ

まで） 

「映画、マンガ、アニメなどのエンターテイメントをみること」の割合が 59.7％と

最も高く、次いで「楽器を演奏したり、歌をうたうこと」の割合が 42.6％、「美術館

に行くこと」の割合が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※小学２年生、小学５年生では「やりたいものがない」はありませんでした。 

 

【学年別】 

学年別にみると、「楽器を演奏したり、歌をうたうこと」「演劇やミュージカルを鑑賞す

ること」「美術館に行くこと」で小学２年生が高くなっています。また、「映画、マンガ、

アニメなどのエンターテイメントをみること」で小学５年生、中学生が高くなっています。 

（単位：％） 

 

 

 

   

回答者数 = 6,874 ％

楽器を演奏したり、歌をうたうこと

演劇やミュージカルを鑑賞すること

美術館に行くこと

落語や漫才をみること

茶道や華道、俳句や短歌などの伝統文化を体験す
ること

歴史的な建物や遺跡を見に行くこと

映画、マンガ、アニメなどのエンターテイメント
をみること

やりたいものがない

その他

無回答

42.6

25.4

29.4

11.2

9.5

25.7

59.7

2.5

5.2

1.1

0 20 40 60 80 100
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問 17 あなたは、上の質問で答えたやってみたいことをどんな場所でやってみたいです

か。（○は３つまで） 

「映画「自宅」の割合が 51.0％と最も高く、次いで「学校の授業」の割合が 46.2％、

「イベントやお祭り」の割合が 36.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※中学生では「こどもルーム」はありませんでした。 

 

【学年別】 

学年別にみると、「習い事」「こどもルーム」「市民ギャラリー（柏駅近くにある、作

品を飾る場所）」で学年が上がるにつれ、低くなる傾向があります。「放課後の学校や

なじみのある地域の場所」で中学生が高くなっています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
校
の
授
業 

習
い
事 

放
課
後
の
学
校
や
な
じ
み
の

あ
る
地
域
の
場
所 

こ
ど
も
ル
ー
ム 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
駅
近
く

に
あ
る
、
作
品
を
飾
る
場
所
） 

市
民
文
化
会
館
や
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
（
舞
台
で
発
表
で
き
る
場

所
） 

イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り 

自
宅 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 6,874 46.2 24.9 11.3 9.5 8.6 8.8 36.6 51.0 3.5 2.5 

小学２年生 2,499 46.5 34.2 9.7 21.2 13.6 11.7 35.5 43.0 2.4 1.6 

小学５年生 2,543 48.3 24.3 7.4 4.8 6.7 6.6 39.7 57.1 4.2 1.9 

中学生 1,832 42.9 13.0 18.8 － 4.5 7.6 34.1 53.3 4.1 4.4 

 

回答者数 = 6,874 ％

学校の授業

習い事

放課後の学校やなじみのある地域の場所

こどもルーム

市民ギャラリー（柏駅近くにある、作品を飾る場
所）
市民文化会館やアミュゼ柏（舞台で発表できる場
所）

イベントやお祭り

自宅

その他

無回答

46.2

24.9

11.3

9.5

8.6

8.8

36.6

51.0

3.5

2.5

0 20 40 60 80 100



36 

 

 

３ 高校生 

問 12 あなたは、柏市は芸術文化活動が盛んだと思いますか。（○は１つ） 

「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が 52.7％、「あまり思わない」「思わ

ない」を合わせた"思わない"の割合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

問 13 問 12 で選んだ理由は何ですか。（○は３つまで） 

「学校の部活動が盛んだから」の割合が 39.6％と最も高く、次いで「芸術文化関連

のイベントが多く開催されるから」の割合が 26.2％、「自分や身近な人が芸術文化活

動をしており、活動しやすい環境だと思うから」の割合が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 あなたが柏市で盛んだと思う活動は何ですか。（○は１つ） 

「音楽（楽器演奏、歌など）」の割合が 71.2％と最も高く、次いで「美術（絵画、

彫刻、陶芸、工芸、写真、デジタルア－トなど）」の割合が 7.3％、「舞台（演劇、ダ

ンス、伝統芸能、ミュ－ジカルなど）」の割合が 6.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 260 21.2 31.5 19.2 1.9 22.7 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 260 ％

自分や身近な人が芸術文化活動をしており、活動
しやすい環境だと思うから
まち全体として「芸術文化活動」についての周囲
からの評価が高いと感じるから

芸術文化関連のイベントが多く開催されるから

有名ア－ティストの出身地だから

学校の部活動が盛んだから

市民として芸術文化に触れる機会があまりないか
ら
柏市の芸術文化活動について周囲の評判をあまり
聞かないから

わからない

その他

無回答

23.1

17.3

26.2

3.8

39.6

15.0

17.7

25.8

1.2

1.2

0 20 40 60 80 100

音楽（楽器演奏、歌など）

舞台（演劇、ダンス、伝統芸能、ミュ－ジカルなど）

美術（絵画、彫刻、陶芸、工芸、写真、デジタルア－トなど）

演芸（落語、漫才など）

生活文化（茶道、華道、香道、書道など）

文芸（俳句、短歌など）

文化財・歴史（建造物や遺跡、土器などの埋蔵文化財など）

現代的な芸術文化（映画、漫画、アニメなど）

その他

無回答

回答者数 =

　 260 71.2 6.5

7.3

0.8

2.3

0.4

1.5

1.2

3.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 15 あなたは、芸術文化を鑑賞したいと思いますか。（○は１つ） 

「思う」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が 61.1％、「あまり思わない」「思わ

ない」を合わせた"思わない"の割合が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

問 16 あなたは、今後、どのような分野の芸術文化の鑑賞をしたいですか。 

（○は１～49 のなかから３つまで） 

「J－POP」の割合が 36.5％と最も高く、次いで「映画」の割合が 33.3％、「吹奏楽」

の割合が 28.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 260 28.8 32.3 19.2 10.8 6.2 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

工芸

写真

デジタルア－ト

その他の美術系活動

落語

漫才

その他の演芸活動

茶道

華道

香道

書道

その他の生活文化活動

俳句

短歌

小説

詩

その他の文芸活動

建造物や遺跡

埋蔵文化財（土器など）

その他の文化財、歴史系活
動

漫画

アニメ

映画

その他

無回答

3.1

3.8

0.6

0.0

2.5

11.3

0.0

2.5

0.6

0.6

1.3

0.0

0.0

0.6

3.8

0.0

0.0

5.7

0.6

0.0

11.3

19.5

33.3

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 159 ％

吹奏楽

クラシック

合唱

昭和歌謡

ジャズ

ロック

R ＆B

J－POP

K－POP

ダンスミュ－ジック

アニメソング

ボ－カロイド

その他の音楽活動

演劇

ミュ－ジカル

オペラ

雅楽

民謡

日本舞踊

バレエ

ダンス

伝統芸能（歌舞伎・能・狂
言など）

その他の舞台活動

絵画

彫刻

28.9

10.1

3.8

0.0

6.9

7.5

2.5

36.5

20.8

4.4

11.3

6.9

0.0

4.4

11.3

0.6

0.0

0.0

1.9

1.9

8.8

1.3

0.6

3.8

0.6

0 20 40 60 80 100
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問 17 あなたは、芸術文化活動を始めたり、参加したりしたいと思いますか。（○

は１つ） 

「思う、または現在活動中である」「やや思う」を合わせた"思う"の割合が 39.3％、

「あまり思わない」「思わない」を合わせた"思わない"の割合が 48.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

問 18 あなたは、今後、どのような分野の芸術文化に参加または活動したいと思

いますか。（○は１～49 のなかから３つまで） 

「吹奏楽」の割合が 31.4％と最も高く、次いで「J－POP」の割合が 21.6％、「映画」

の割合が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う、または現在活動中である やや思う あまり思わない

思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 260 16.2 23.1 26.9 21.2 8.1 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 102 ％

吹奏楽

クラシック

合唱

昭和歌謡

ジャズ

ロック

R＆B

J－POP

K－POP

ダンスミュ－ジック

アニメソング

ボ－カロイド

その他の音楽活動

演劇

ミュ－ジカル

オペラ

雅楽

民謡

日本舞踊

バレエ

ダンス

伝統芸能（歌舞伎・能・狂
言など）

その他の舞台活動

絵画

彫刻

31.4

12.7

4.9

1.0

7.8

8.8

2.9

21.6

13.7

6.9

6.9

4.9

0.0

2.0

2.0

0.0

1.0

1.0

1.0

2.0

9.8

2.0

1.0

6.9

1.0

0 20 40 60 80 100

％

工芸

写真

デジタルア－ト

その他の美術系活動

落語

漫才

その他の演芸活動

茶道

華道

香道

書道

その他の生活文化活動

俳句

短歌

小説

詩

その他の文芸活動

建造物や遺跡

埋蔵文化財（土器など）

その他の文化財、歴史系活
動

漫画

アニメ

映画

その他

無回答

5.9

10.8

1.0

0.0

0.0

2.0

0.0

7.8

3.9

2.0

2.9

0.0

0.0

2.0

2.9

0.0

0.0

4.9

0.0

0.0

9.8

12.7

18.6

1.0

2.0

0 20 40 60 80 100
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問 19 あなたが芸術文化活動を始めたり、参加したいと思わない理由は何ですか。 

（○は３つまで） 

「関心がない」の割合が 65.8％と最も高く、次いで「きっかけや機会がない」の割

合が 47.9％、「勉強などで時間がない」の割合が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 あなたは、どのような形態であれば、芸術文化活動に関わりたいと思いま

すか。（○は３つまで） 

「時間を自由に選びやすい内容であるもの」の割合が 42.5％と最も高く、次いで「市

が主催の体験会などで、無料で参加できるもの」の割合が 22.6％となっています。ま

た、「特になし」の割合は 38.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 146 ％

関心がない

きっかけや機会がない

費用がかかりすぎる

勉強などで時間がない

家事や家の手伝いなどで時間がない

仲間がいない

放課後に行われていない

施設でのバリアフリ－などの対応が不十分

その他

無回答

65.8

47.9

15.1

20.5

3.4

9.6

2.7

0.0

2.7

1.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 146 ％

イベント時におけるボランティアとして、気軽に
参加できるもの

市が主催の体験会などで、無料で参加できるもの

オンラインで場所を選ばずにできるもの

活動費が安く済むもの

時間を自由に選びやすい内容であるもの

その他

特になし

無回答

21.2

22.6

11.6

21.2

42.5

0.7

38.4

0.0

0 20 40 60 80 100
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【芸術文化活動に関わりたいと思う形態別】 

芸術文化活動に関わりたいと思う形態別にみると、「費用がかかりすぎる」について

活動費が安く済むもので高く、「勉強などで時間がない」についてオンラインで場所を

選ばずにできるもので高く、「放課後に行われていない」についてイベント時における

ボランティアとして、気軽に参加できるもので高くなっています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

関
心
が
な
い 

き
っ
か
け
や
機
会
が
な
い 

費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る 

勉
強
な
ど
で
時
間
が
な
い 

家
事
や
家
の
手
伝
い
な
ど

で
時
間
が
な
い 

仲
間
が
い
な
い 

放
課
後
に
行
わ
れ
て
い
な

い 施
設
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
の
対
応
が
不
十
分 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 146 65.8 47.9 15.1 20.5 3.4 9.6 2.7 － 2.7 1.4 

イベント時におけるボランティ

アとして、気軽に参加できるもの 
31 58.1 61.3 25.8 32.3 3.2 19.4 9.7 － 6.5 3.2 

市が主催の体験会などで、無料で

参加できるもの 
33 63.6 57.6 18.2 33.3 3.0 15.2 9.1 － 9.1 3.0 

オンラインで場所を選ばずにで

きるもの 
17 70.6 58.8 29.4 47.1 5.9 17.6 － － － 5.9 

活動費が安く済むもの 31 54.8 67.7 45.2 29.0 － 12.9 3.2 － 3.2 － 

時間を自由に選びやすい内容で

あるもの 
62 59.7 59.7 27.4 30.6 － 11.3 6.5 － 3.2 1.6 

その他 1 100.0 － － － － － － － － － 

特になし 56 80.4 35.7 5.4 8.9 5.4 5.4 － － 1.8 － 

 

問 21 あなたは、芸術文化関連の情報を主にどのような方法で得ていますか。 

（○は３つまで） 

「SNS」の割合が 62.3％と最も高く、次いで「動画配信サ－ビス（YouTube など）」

の割合が 30.0％、「特にない」の割合が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 260 ％

ホ－ムペ－ジ（ウェブサイト）

新聞・雑誌・ポスタ－・チラシ

テレビ・ラジオ

メ－ル配信サ－ビス

SNS

動画配信サ－ビス（YouTubeなど）

知人より

その他

特にない

無回答

18.5

0.0

22.3

0.8

62.3

30.0

14.6

1.5

23.8

0.8

0 20 40 60 80 100
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問 22 あなたは「芸術文化」についてどのようなイメ－ジを持っていますか。 

（○はいくつでも） 

「心の癒し、元気になるもの」の割合が 51.9％と最も高く、次いで「非日常の体験

（特別感）」の割合が 28.8％、「教養を深めるもの」の割合が 24.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 あなたは、これからの人生において、芸術文化の鑑賞や活動は大切だと思

いますか。 

（○は１つ） 

「とても思う」「思う」を合わせた"思う"の割合が 71.9％、「あまり思わない」「思

わない」を合わせた"思わない"の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 260 ％

心の癒し、元気になるもの

教養を深めるもの

非日常の体験（特別感）

おしゃれなもの

高尚・上品なもの

いきがい・健康

コミュニケ－ションの場

まちづくり（まちの活性化）

その他

無回答

51.9

24.6

28.8

18.8

17.3

22.3

20.4

15.0

1.9

0.8

0 20 40 60 80 100

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

　 260 25.4 46.5 11.2 5.8 6.9 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【芸術文化の鑑賞や活動は大切だと思うか別】 

芸術文化の鑑賞や活動は大切だと思うか別にみると、「きっかけや機会がない」につ

いて「思わない」と回答したかたの割合が低く、「家事や家の手伝いなどで時間がない」

について「とても思う」と回答したかたの割合が高くなっています。 

（単位：％） 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

関
心
が
な
い 

き
っ
か
け
や
機
会
が
な

い 費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る 

勉
強
な
ど
で
時
間
が
な

い 家
事
や
家
の
手
伝
い
な

ど
で
時
間
が
な
い 

仲
間
が
い
な
い 

放
課
後
に
行
わ
れ
て
い

な
い 

施
設
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
な
ど
の
対
応
が
不
十

分 そ
の
他 

無
回
答 

全  体 146 65.8 47.9 15.1 20.5 3.4 9.6 2.7 － 2.7 1.4 

とても思う 11 27.3 54.5 18.2 45.5 9.1 18.2 9.1 － － － 

思う 71 60.6 56.3 18.3 26.8 1.4 14.1 2.8 － 4.2 1.4 

あまり思わない 27 77.8 40.7 11.1 7.4 3.7 － 3.7 － － － 

思わない 15 86.7 26.7 13.3 6.7 6.7 － － － － － 

わからない 18 83.3 38.9 11.1 16.7 5.6 5.6 － － 5.6 － 

 

【市民との比較】 

市民との比較では、「とてもそう思う」「思う」を合わせた“そう思う”で市民の方

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答

回答者数 =

高校生 260

市民 1,574

25.4

45.5

46.5

46.1

11.2

3.5

5.8

0.3

6.9

2.6

4.2

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 24 あなたは、芸術文化を伝えていくために、柏市はどのような取組をするこ

とが大切だと思いますか。（○は３つまで） 

「学校における公演などの鑑賞」の割合が 68.1％と最も高く、次いで「音楽、舞踊、

茶華道、書道、美術などのワ－クショップ（体験教室）の開催」の割合が 35.8％、「学

校における演劇などの創作体験」の割合が 35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【芸術文化を伝えていくために大切だと思う取組別】 

芸術文化を伝えていくために大切だと思う取組別にみると、「費用がかかりすぎる」

について建造物や遺跡・歴史資料の保存活用で高く、「家事や家の手伝いなどで時間が

ない」について歴史的な建造物や遺跡などの見学ツア－で高く、「放課後に行われてい

ない」について市内で行われる文化的行事（文化祭やア－ト展など）の充実で高くな

っています。                      （単位：％） 

 

回答者数 = 260 ％

学校における公演などの鑑賞

学校における演劇などの創作体験

音楽、舞踊、茶華道、書道、美術などのワ－ク
ショップ（体験教室）の開催
市内の文化施設（文化会館、学習センタ－、美術
館など）における鑑賞や活動支援
市内で行われる文化的行事（文化祭やア－ト展な
ど）の充実

住んでいる地域の芸能や祭りの継承

歴史的な建造物や遺跡などの見学ツア－

建造物や遺跡・歴史資料の保存活用

その他

無回答

68.1

35.0

35.8

16.2

19.6

13.5

13.1

4.2

1.5

1.2

0 20 40 60 80 100
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問 25 あなたは、歴史という分野についてどれくらい興味を持っていますか。（○

は１つ） 

「興味を持っている」「やや興味を持っている」を合わせた"興味を持っている"の割

合が 55.0％、「あまり興味を持っていない」「興味はない」を合わせた"興味はない"の

割合が 40.3％となっています。 

 

 

 

 

問 26 あなたは、柏の歴史のどのようなテ－マに興味がありますか。（○はいくつ

でも） 

「歴史上の人物の生き方・人間ドラマ」の割合が 32.7％、次いで「権力闘争・戦争」

の割合が 27.7％となっています。また、「特になし」の割合は 35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 あなたは、歴史・文化財系のイベントとして、どのようなものに参加して

みたいと思いますか。（○はいくつでも） 

「歴史ものづくり体験会（まが玉・土器・伝統工芸品など）」の割合が 26.9％、「歴

史展示会（古写真や文化財・書画など）」の割合が 22.7％となっています。「特になし」

の割合が 41.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

興味を持っている やや興味を持っている あまり興味を持っていない

興味はない 無回答

回答者数 =

　 260 16.9 38.1 26.5 13.8 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 260 ％

歴史上の人物の生き方・人間ドラマ

権力闘争・戦争

庶民生活の変化

文化・宗教・思想史

政治・経済史

国家成立との関係性

諸外国との関わり

お住まいの身近な地域社会の歩み

その他

特になし

無回答

32.7

27.7

10.0

20.8

12.7

5.0

9.6

6.9

0.0

35.4

1.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 260 ％

お住まいの身近な地域内の見学ツア－

市内全域を対象とする見学ツア－

歴史展示会（古写真や文化財・書画など）

歴史ものづくり体験会（まが玉・土器・伝統工芸
品など）

地元伝統食の調理・試食会

時代衣装着付け体験・散策ツア－

歴史講演会

歴史ボランティア（ガイド・写真整理など）

その他

特になし

無回答

14.2

11.9

22.7

26.9

15.8

11.5

6.9

6.9

0.4

41.2

1.2

0 20 40 60 80 100
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柏市文化振興審議会 審議経過 

 

令和６年度 

第１回会議：令和６年７月４日（木） 

      ・令和５・６年度芸術文化事業について 

      ・次期の計画策定に向けたアンケート案について 

      ・アート事業の展開について 

・第六次柏市芸術文化振興計画策定に向けた意見交換 

第２回会議：令和７年２月５日(水)  

      ・柏市教育・生涯学習・芸術文化に関するアンケートの結果につ

いて 

       ・第六次柏市芸術文化振興計画策定に向けた意見交換 

 

令和７年度 

第１回会議：令和７年７月４日（金） 

      ・令和６・７年度芸術文化事業について 

       ・第六次柏市芸術文化振興計画の諮問 

第２回会議：令和７年１０月〇日(〇)  

       ・第六次柏市芸術文化振興計画について 

       ・令和７年〇月号広報かしわ，Web にて「第五次柏市芸術文化振 

       興計画」（案）パブリックコメントを募集 

第３回会議：令和８年１月〇日（〇） 

・第六次柏市芸術文化振興計画の答申 
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   柏市文化振興審議会委員名簿 

 

                      令和８年３月３１日 現在 

 氏 名 所属又は役職 

鈴 木 將 勝  柏市文化連盟会長 

安久津 素 子 柏少年少女合唱団指導者 

野 尻 幸 子 柏市三曲協会理事 

林   久美子 柏市音楽家協会名誉会員 

田 嶋   勉 作曲家，元音楽科教諭 

波 木 香 里 
アートディレクター，グラフィックデザ 

イナー 

福 永 明 子 日本画家，共晶点（美術展覧会）主宰 

本 間   明 
元かしわインフォメーションセンター 

職員 

山 田 潤 一 
県立高校弦楽部顧問，元東葛飾地区吹奏 

楽連盟事務局長 

加 藤 義 隆 公募委員 

                                （順不同） 

      任期：令和７年６月１日～令和９年５月３１日 

 



47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第六次柏市芸術文化振興計画                         

 

発行年月日   令和８年 ４月 １日 

 編   集   柏市文化振興審議会 

生涯学習部文化課 

発   行   柏市教育委員会 

        〒２７７－８５０３ 千葉県柏市大島田４８番地１ 

           TEL ０４－７１９１－７４０３ 

           FAX ０４－７１９０－０８９２ 

           http://www.city.kashiwa.chiba.jp 


